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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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班のみんなで「私は言いたい！」を書いて（北海道）

2．3倍！怒りマックス
山梨 宮川利恵（69）

電気代が３カ月で2．3倍！ 昨年12月

は２万9670円、今年１月は４万7421円、

２月予定額が６万7123円、怒りはマック

スです。夫と２人暮らしで、「電気は安

全」とオール電化にしたものの、６万円

超の負担に驚愕。生きていくのに必要な

ものへの値上げなんてやめてほしい。

値上げラッシュに悲鳴があがる最中に

電気料金大幅値上げ!? 「生きていけな

い」と怒りの声と行動がひろがっていま

す。問題点を龍谷大学教授の大島堅一さ

んに聞きました（２面）。

9．8万円！住宅ローン、学費も
山形 山本明子（仮名・47）

１月の電気代は９万8167円、来月

の請求がおそろしい。オール電化に

して、夫、子ども２人、義母の５人

暮らし。少しでも節電をと義母は昼

間暖房をつけず、厚着して我慢し、

蓄熱式暖房器をやめ、エアコンの設

定温度を下げるなどで、使用量は昨

年同月3174㌔㍗から2582㌔㍗と下が

ったにもかかわらず料金は1．3倍で

す。４月から３割も値上げされた

ら、住宅ローンや私立高校の学費な

どあるのにどうしようかと夫と途方

に暮れています。

〈7面へ〉署名を積み上げ発言する米山会長（国会前で ２月８日）
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